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研究成果の概要（和文）：大学などの高等教育では，ディスカッション練習などの協同型の実習活動が行われて
いる。本研究の目的は，練習後の振り返り活動を，ビデオアノテーションを用いて支援する手法を確立すること
である。従来からビデオアノテーションに基づく振り返り支援手法は提案されているが，主として，ビデオとア
ノテーションの共有に焦点が当てられてきた。本研究では，グループでの振り返り時の認識共有の支援手法，グ
ループでの振り返り後の自己評価を支援する手法を新たに考案した。さらに，これらを授業に導入するための四
つの実践プログラムを開発・実践し，考案した手法の有効性を検証した。

研究成果の概要（英文）：In higher educational institutions such as universities, collaborative 
educational activities such as discussion exercises are conducted. The purpose of this study is to 
establish methods to support post-exercise reflection activities using video annotation. Although 
video annotation-based support methods have been proposed so far, they have mainly focused on 
sharing videos and annotations. This study developed a method to support learners to reach a common 
understanding during group reflection, and a method to support each learner's self-evaluation after 
group reflection. In addition, we developed and conducted five practical programs to introduce the 
methods into classes, and verified the effectiveness of the methods.

研究分野： 教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で対象としている協同型の実習活動は，一般的に「準備・練習・観察・振り返り」のプロセスを経て行わ
れ，これを複数回実施することにより，学習者の実技が改善される。今回本研究で扱った，グループでの振り返
り時の認識共有，グループでの振り返り後の自己評価に対する支援は，振り返りのプロセスを改善する手法とし
て位置づけられる。振り返りのプロセスを改善することは，自分の実技の問題点を把握するのに役立ち，これ
は，次回の練習の準備，ひいては，実技の改善にもつながる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 大学をはじめとした高等教育では，ディスカッションやプレゼンテーションの練習，模擬授業
といった協同型の実習活動が行われている。このような実習は，しばしば自発的な学習を重視し，
「準備・練習・観察・振り返り」の段階からなる。このサイクルの個々のプロセスをうまく実現
できれば，経験学習の枠組みに則った学習が期待できる。 
このような実習活動の問題点として，学習者が自分自身を客観的に観察するのが難しく，振り

返りも各自の記憶に基づいたものになってしまうということがあった。そのため，本研究を開始
する前の段階で，ビデオアノテーションを用いた支援手法が提案され，自己観察やデータに基づ
く振り返りが実現できるようになった。本研究の研究代表者らもビデオアノテーションに基づ
く観察支援システム FishWatchr を開発している。 
しかし，振り返り活動自体に対する支援方法が乏しく，上記のサイクルを実現するうえで，次

のような問題が残されていた。 
(1) グループでの振り返りでの認識共有の困難さ： 協同型の実習活動では，グループでの振り
返りがしばしば行われるが，各自の観察結果に依存しているため，グループ全員の認識を共有し
つつ，振り返りを進行させることは容易でない(例：限られた時間の中で，どこを振り返りの対
象とするか？)。そのため，グループでの振り返り活動を支援する手法が求められていた。 
(2) 自己評価の支援手法が未整備であること： 前述の学習サイクルを完遂するためには，グル
ープでの振り返り後，学習者ごとに習得した内容，不十分だった内容を整理し，次回の練習で活
用できなければならない。しかし，当時提案されていたポートフォリオを用いた手法では，実際
の練習場面のエビデンスに基づいた記述が困難であり，協同型の実習活動に適した自己評価の
仕組みが求められていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，練習後のグループでの振り返り活動を対象に，ビデオアノテーションを用い
た支援手法を確立することである。１で述べたとおり，従来からビデオアノテーションに基づく
振り返り支援手法は提案されているが，振り返りに対する支援が乏しかった。そこで，本研究で
は，グループでの振り返り時の認識共有の支援手法，グループでの振り返り後の自己評価を支援
する手法を考案し，観察支援システムとして実現する。さらに，これらの手法を授業に導入する
ための実践プログラムを設計・実践し，システムの有効性を検証する。 
 
３．研究の方法 
(1) 実践プログラムの設計 
分担者３名が担当している授業をたたき台として，実践プログラムの対象となる実習活動を

選択し，必要となる支援内容とその導入方法について，検討した。実践プログラムの対象として
選択したのは，次の３種である。 (a)プレゼンテーション練習（大学のグループ・プレゼンテー
ションに関する授業），(b)ポスター発表練習（小学校の社会科の授業で，調べもの学習の結果を
ポスター発表するもの），(c) ディスカッション練習（大学のディスカッションに関する授業） 
 
(2) 支援システムの設計 
 本研究に先立ち，研究代表者らは，科研費・挑戦的萌芽研究「即時性と教育効果を考慮した協
調学習過程の構造化手法に関する研究」において，協同型の教育活動向けに，２種類の観察支援
システムを開発している。一つは，PC 環境で動作する観察支援システム FishWatchr（以後，
FW）である。このシステムでは，リアルタイムで観察した結果を，同時収録したビデオと同期
させて，ビデオでの振り返りを行ったり，収録したビデオにアノテーションすることができる。
もう一つのシステム FishWatchr Mini（以後，FWM）は，モバイル機器向けに開発された Web
アプリケーションで，リアルタイムでの観察に用いる。本研究開始時は，観察に特化したシステ
ムで，観察結果は FW で読み込み，同時収録したビデオと同期させて，振り返りを行う方式だ
った。 
 本研究では，基本的な方針として，これら二つのシステムを拡張する形で最終的な支援システ
ムを実現し，実践の形態に合わせて，単独，もしくは，組み合わせて運用できるようにする。 
 支援システムの設計は，3(1)の実践プログラムの設計に基づいて，次の三つの手法を取り入れ
ることにした。 
 
・観察結果の視覚化：グループでの振り返り時の認識共有の支援方法として，観察結果を視覚化
できるようにする。具体的には，グループ全員の観察結果を概観したり，観察が集中する場所を
わかりやすく示せるようにする。なお，この拡張は FW, FWM 両方に対して行う。 
・追加的な観察への対応：グループでの振り返りの後などに行う自己評価は，追加的な観察に相
当する。そのため，追加的な観察を記録しやすくするよう FW を拡張する。 
・振り返り環境のモバイル化： PC を想定した振り返りは PC 教室などに振り返り場所を限定



してしまうことなる。そこで，現在ほとんどの大学生が所有している，スマートフォンなどのモ
バイル機器でもビデオでの振り返りができるよう，FWM を拡張する。 
 
(3) プロトタイプシステムの実現と試行実践 
(2)の設計に基づき，プロトタイプシステムを実現した。また，プロトタイプシステムを用いて，

ディスカッション練習，プレゼンテーション練習の試行実践を計 4大学＋1小学校で行った（２
年間の間に複数回の試行を行っている場合もある）。 
試行は「準備・練習・観察・振り返り」をすべて通しで実施するのではなく，段階的に行った。

これは，観察結果を収集してからでないと，振り返り支援の方法を設計することが難しかったり，
実際の授業での試行なので，失敗などの影響を最小限にするためである。その結果，(a)実際の
練習は実施せず，教材用のビデオを観察して，振り返りを行う，(b) 観察部分のみ支援システム
を適用し，振り返りは支援システムを用いない，などの方法で試行した。 
複数の試行実践の過程で，プロトタイプシステムを徐々に改善していった。同時に実践プログ

ラム自体も，実践時間の制限や，支援自体の適用可能性・必要性などを考慮して，使用する支援
内容や授業での適用方法を決定していった。 
 
(4) 実践プログラム・システムの検証 
(3)の試行実践を経て完成した支援システムと実践プログラムを用いて，分担者の３大学で本

実践を行い，最終的な評価・検証を行った。具体的な内容については，4の「研究成果」で説明
するが，実施したのは，(a)大学でのグループ・プレゼンテーション練習，(b)大学でのグループ・
ディスカッション，(c)大学院での日本語教師の授業観察である。このうち，(c)は計画になかっ
たものだが，(1)で計画していた小学校での実践は機器や授業時間の制限から実施するのが困難
だったため，変更した。ただし，(3)の試行段階では実施しており，その内容を検証した。 
 
(5) 成果物の公開 
 論文・口頭発表，システム公開，システムの一般向け手引書公開により，研究成果を公開した。
詳細については，「5.主な論文発表等」を参照されたい。 
 
４．研究成果 
(1) 主な研究成果 
①グループでの振り返り時の認識共有の支援手法 
 この種の支援手法として，２種類の手法を考案し，支援システム上に実現した。 
 
(a) 観察結果の視覚化： マージしたグループ全員の観察結果を視覚化できるよう FW，FWM を
拡張した。下図は左から FWM での発表練習観察（アノテーション）用の画面，観察結果のサマ
リー表示，観察結果の時系列表示である。サマリー表示で観察結果の全体的傾向を把握し，時系
列表示でメンバーの観察が集中したシーンや意見の異なるシーンを発見する。 
 
(b) モバイル環境での振り返り：FWM を拡張し，振り返り時のビデオ閲覧を可能にした。ビデ
オは YouTube や学内 LMS で共有する。また，観察結果の時系列表示との連携表示もできる。 

     

発表練習観察用の画面 観察結果のサマリー表示 観察結果の時系列表示 



②グループでの振り返り後の自己評価を支援するための手法 
 この種の支援手法として，２種類の手法を支援システム上に実現した。 
 
(a) 追加的な観察への対応：FW のアノテーション機能を拡張し，既存の観察結果に追加的な情
報を付与したり，複数の段階に分けて観察できるようにした。これにより，自己評価の一環とし
て，他人から受けた指摘（他人の観察結果）の評価を追加記述したり，グループ振り返り後の自
己評価としての記録を既存の観察結果と区別して，追加記述できるようになった。 
 
(b) 自己評価プロセスの導入：実践プログラム中に，観察結果に基づいて自己評価を促すプロセ
スを導入した。(a)と異なり，支援システムを拡張するというよりも，FW，FWM での観察結果
を既存の教育手法で活用する方法である。具体的には，ディスカッション練習におけるフィッシ
ュボウル（下記③実践プログラム(b)(ii)），授業中の議論（下記③実践プログラム(c)(ii)）への導
入である。 
 
③実践プログラム 
 ４タイプの実践プログラムを作成し，実践・検証し，成果を研究発表した。また，実践プログ
ラムを実施するのに共通して必要になる，FW，FWM の一般向け手引書を作成し，インターネット
上に公開した。 
 
(a)プレゼンテーション練習（大学）：４名程度のグループが個別のテーマで調査を行い，スライ
ドを示しつつ，クラス全員の前で調査結果を発表する実践である。実践の流れは次のとおりであ
る。(i)クラス全員が FWM を使用して，各グループの発表をリアルタイムに観察，(ii)全員の観
察結果とビデオを同期して，発表者本人が自分の発表部分に対して FWで観察・振り返りを行う。
この際，自己評価支援機能を用いつつ，他の学生から受けた指摘に対する評価と自己評価を FWM
でアノテーションする。この実践では，自己観察に重点が置かれており，上記のプロセスを複数
回実施し，次回の練習への効果を検証している。実践の結果は，北村・山口 2017，北村 2019，
北村・山口 2020 で発表した。 
 
(b)ディスカッション練習（大学）：フィッシュボウル方式のディスカッション練習に FWM を導入
した実践である。実践の流れは次のとおりである。(i)２グループが互いのディスカッションを
FWM でリアルタイムに観察，(ii)各自が自分たちのディスカッションのビデオ映像を FWM で観
察・振り返り，(iii) (i),(ii)の観察結果を FWM で参照しつつ，２グループ合同で振り返りを
実施する。この実践プログラムでは，自己評価を(ii)におけるアノテーションにより行い，(iii)
の合同振り返りで視覚化支援の機能を用いている。実践結果は，栁田 2018，山口・栁田 2020 で
発表した。 
 
(c)授業観察（大学院）：この実践は，教師教育の一環として，教材用に収録された日本語教師の
授業ビデオをクラス全員で観察・評価するものである。まず，(i)学習者が個別に FW でビデオを
視聴・観察し，(ii) 全員の観察結果を合併したのち，教師の司会のもと，観察結果に基づいて，
学習者が注目したシーンなどを全員で振り返り，議論する。この実践では，学習者が注目したシ
ーンの選択や，同一のシーンに注目した学習者の発見に視覚化支援機能が活用される。学習者個
人の観察結果は，他の学習者との議論の中で相対化される形で自己評価される。実践の結果は，
山口・青木・森 2020 で発表した。 
 
(d)ポスター発表（小学校）：社会科の授業での調べもの学習での実践である。(i)数名の児童が
クラス全員の前でポスター発表し，(ii)クラスの児童全員が FWM でポスター発表を観察，(iii)
全児童の観察結果を統合し，教師が FWM の視覚化支援機能により，児童全員の観察の傾向や発表
中の注目されたシーンなどを示しつつ，振り返りを行った。実践の結果は，森 2018，森・山口
2018，山口・森 2019，森・山口 2020 で発表した。 
 
 
(2) 研究成果の位置づけとインパクト 
 本研究は，練習後のグループでの振り返り活動を対象に，従来十分配慮されてこなかった，次
の二つの問題に対する支援手法を提案した。 
 
・グループでの振り返り時の認識共有 
・グループでの振り返り後の自己評価 
 
 これらの研究成果は，グループでの振り返り活動をエビデンスに基づき支援する手法の一つ
として位置づけられ，経験学習の枠組みに則った実践を行う上で発生する問題の解決に寄与す
ることが期待される。 
 また，研究成果として，支援手法を授業に導入するための実践プログラムを提示し，支援シス
テム，および，その手引書も一般に公開している。したがって，今後，本研究組織以外での利用



も期待できる。 
 
(3) 今後の展望 
 今回，四つの実践プログラムを作成したが，これらは「準備・練習・観察・振り返り」のため
の時間が十分確保されているものであった。しかし，実際の活動の中には，グループでの振り返
り後にクラス全体で振り返りを行うといったように，１回の授業の中で，異なったグループでの
振り返りを複数行うパターンの活動も散見される。そのため，現在，本研究を発展させ，多段階
での振り返りに対応した支援手法の研究に着手している。 
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